
■新春特別企画

ゆくひゅうが くるひゅうが
■市政の動き

所得税の住宅借入金等特別控除を受けている皆さんへ

日向市のホームページで広報ひゅうがのバックナンバーをご覧になれます。
http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/URL
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

健
や
か
で
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
は
世
界
に
例
を
見
な
い
速
さ
で
少

子
高
齢
化
が
進
行
し
人
口
も
減
少
に
転
じ
て

お
り
、
今
後
経
済
成
長
力
の
低
下
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に「
地
方
分
権
」か
ら「
地
方

主
権
」へ
の
流
れ
の
中
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
自
主･

自
立
の
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
に

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
本
市
で

は
昨
年「
市
民
と
の
協
働
」と
「
地
域
力
の
活
用
」

を
基
本
理
念
と
し
た
「
新
し
い
日
向
市
総
合
計

画
」を
策
定
し
、
計
画
の
キ
�
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
「
市
民
が
奏
で
る�
交
響�
空
間 

優
し
く 

強

く 

温
か
い 

人
と
ま
ち
」
と
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
主
体
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
め
の
「
市
民
共
有
」

の
指
針
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
が
う
ま
く
融
合
し
た
「
自
立
し

た
市
民
と
日
向
市
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
の
主
要
な
目
標

を
次
の
と
お
り
設
定
し
ま
し
た
。

①
安
全･

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
（
少
子
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
日
本
一
の
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
）

②
元
気
な
産
業
づ
く
り（
企
業
誘
致
の
積
極
的

な
展
開
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
水
産
業

市
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
期
待
と
希
望

を
も
っ
て
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
深
く
感

謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
の
４
月
に
は
、
合
併
後
初
の
日
向
市

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
新
た
に
26
名
の

議
員
を
市
議
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
皆
様
や
団
体
か
ら
の

熱
い
思
い
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い
議
会
の
議

員
は
一
生
懸
命
議
員
活
動
に
専
念
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
ア
メ
リ
カ
経
済

や
原
油
価
格
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
の
、

景
気
は
穏
や
か
に
拡
大
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
個
々
の
家
庭
や
中
小
企
業
の
現

場
で
は
そ
の
実
感
が
乏
し
い
と
い
う
の
が
現

実
で
す
。

更
に
近
年
、
国
が
推
し
進
め
て
い
ま
す
地

方
分
権
や
三
位
一
体
の
改
革
と
い
っ
た
大
き

な
う
ね
り
の
中
で
、
日
向
市
も
財
源
不
足
が
明

ら
か
に
な
り
、
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
東
九
州
自
動
車
道
や
耳

川
河
川
改
修
事
業
の
早
期
完
成
な
ど
数
々
の

事
業
を
は
じ
め
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
医

師
の
確
保
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
あ

り
、
そ
の
早
期
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
小
さ
い
自
治
体
の
良
さ

を
生
か
し
、
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
自
分
た
ち
の

「
ま
ち
」
は
自
分
た
ち
で
築
く
と
い
う
「
自
己

決
定
」「
自
己
責
任
」
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

議
会
と
致
し
ま
し
て
も
市
民
の
皆
様
の
代

表
で
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚
し
、
新
し
い
時
代

の
議
会
に
期
待
さ
れ
る
機
能
を
発
揮
す
べ
く
、

議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
般
質
問
で
の
１
問
１
答
方
式
を
い
ち
早

く
取
り
入
れ
、
ま
た
、
政
務
調
査
費
の
領
収
も

報
告
書
に
す
べ
て
添
付
を
義
務
付
け
て
い
る

ほ
か
、
平
成
16
年
度
か
ら
議
長
車
の
廃
止
を
行

い
、
経
費
縮
減
の
成
果
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

今
後
と
も
日
々
研
鑽
に
努
め
、
負
託
に
応

え
ら
れ
る
議
会
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
温
か
い
ご
指
導
と
ご
鞭べ

ん
た
つ撻

を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ

行
政

日
向
市
長

黒
木
健
二

Ａｓｓｅｍｂｌｙ

議
会

新
し
い

市
議
会
の
決
意

誠
実
か
つ

情
熱
的
に
行
動
す
る
年
に

日
向
市
議
会
議
長

甲
斐
敏
彦

全力投球謹賀新年

の
振
興
、元
気
な
中
小
企
業
の
振
興
な
ど
）

③
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り
（
小
中
一
貫
教
育
や

30
人
学
級
の
推
進
、
本
格
的
な
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
運
動
の
展
開
な
ど
）

④
交
流�
に
ぎ
わ
い�
づ
く
り
（
日
向
市
駅
を

中
心
と
し
た
街
な
か
整
備
、
二
地
域
居
住
の
促

進
、
県
内
唯
一
の
外
国
貿
易
港
「
細
島
港
」
の

積
極
的
な
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
な
ど
）

⑤
地
域
の
宝�
き
ら
り
�
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
（
地

域
の
宝
の
発
掘
、
若
山
牧
水
の
顕
彰
な
ど
）

⑥
ゼ
ロ
か
ら
の
行
財
政
改
革
（
民
間
に
で
き
る

こ
と
は
民
間
に
委
託
す
る
な
ど
）

　

本
市
は
県
内
唯
一
の
外
国
貿
易
港「
細
島
港
」

と
、
そ
の
周
辺
に
広
大
な
工
業
用
地
を
有
し
、

後
背
地
に
は
豊
か
な
森
林
資
源
を
抱
え
る
ほ

か
、東
九
州
自
動
車
道
が
開
通
す
れ
ば
、
陸
上
、

海
上
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
な

ど
、
九
州
の
中
で
も
ポ
テ
ン
シ
�
ル
（
潜
在
能

力
）の
高
い
地
域
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
「
元
気
で
活
力
あ
る
日
向
の
再
生
」
の

さ
ら
な
る
進
化
と
向
上
を
図
る
た
め
、
誠
実
か

つ
情
熱
的
に
行
動
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
光
り

輝
く
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

Ｊａｎｕａｒｙ 20082008
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ゆくひゅうが２００７年おもなできごと
■１月		 8日	 茨城ゴールデンゴールズ（GG）日向キャンプ（〜12日）。
■１月12日	 若山牧水の書簡２５３通が市へ寄託される。
■１月21日	 南王丸細島港寄港週２便に増便（大阪寄港は休止）。
■１月23日	 越表地区の鶏舎で、高病原性鳥インフルエンザが発生。
■２月		 9日	 マグロはえ縄漁船「幸吉丸」が消息不明（12日、乗組員無事救助）。
■２月19日	 韓国プロ野球球団「起亜タイガース」が春季キャンプ（〜28日）
■２月19日	 まち交大賞九州・沖縄地方大会優秀地区を受賞。
■２月21日	 鳥インフルエンザ清浄化（午前0時移動制限解除）。
■２月25日	 日向市・東郷町合併１周年記念植樹式。
■３月		 2日	 美しい日本の歴史的風土100選に美々津の町並み認定。
■３月13日	 中国木材㈱の進出計画がメディアで報道される。
■３月26日	 新しい日向市総合計画を策定、市議会で可決。
■４月		 1日	 助役を廃止し、副市長を新設。
■４月		 1日	 日向市駅高架下に日向地域情報センター「まちの駅とみたか」オープン。
■４月		 1日	 ビーチハウス「マリンウェイブ」がお倉ケ浜にオープン。
■４月		 1日	 細島工業団地１区で「ひゅうがリサイクルセンター」業務開始。
■４月16日	 大王谷小学校と大王谷中学校を結ぶ連絡通路が完成。
■４月22日	 合併後初の日向市議会選挙（定数26）、市内52か所で投票。
■４月28日	 歌人牧水書簡展第1部始まる（〜７月29日）。
■４月28日	 商工会館に「つどいの広場たんぽぽきっず」オープン。
■５月		 7日	 八興運輸が旧マリンエキスプレスフェリーターミナル跡地に
	 	 	 移転し営業を開始。
■５月27日	 宮崎県総合防災訓練が日向市で開催。
■６月		 7日	 東郷メディキット㈱が東郷工業団地に新工場起工。
■６月11日	 第三セクター宮崎ウッドテクノ㈱が破産。
■６月21日	 日向地区建設事業協同組合と災害対策の支援に関する協定締結。
■６月27日	 東九州自動車道日向第２トンネルが貫通。
■７月		 5日	 日向市街なか観光拠点形成委員会が発足（商工会議所）。
■７月11日	 新日向市駅が木造施設普及コンクールで表彰（林野庁長官賞）。
■７月13日	 台風４号で観測史上最多の豪雨が市内を襲う。
	 	 	 市内全域に避難準備情報発令。土砂崩れ、床上浸水など甚大な被害。
■７月20日	 日向東臼杵市町村における災害時相互支援に関する協定締結。
■８月		 3日	 台風５号、日向市上陸。
■８月		 4日	 第 24回日向ひょっと夏まつりが過去最多の1500人の踊り手、
	 	 	 ５万８千の観衆でにぎわう。（前夜祭は中止）
■８月		 4日	「まちの駅とみたか」に物産館オープン。
■８月		 5日	 歌人牧水書簡展第２部始まる。
■８月25日	 小学生英会話研修事業（〜30日：ハワイ州ホノルル）。
■８月30日	 日向青果㈱が休止届を提出、業務休止。
■９月14日	 東郷橋の橋脚の一部が欠損し通行止（年内に歩行者のみ通行可に）。
■９月25日	 市体育協会創立50周年記念式典。
■９月25日	 ㈱ひまわり青果の営業が認可。
■９月26日	 日向青果地方卸売市場のセリが再開。
■10月		 1日	 郵政公社民営化。
■10月		 3日	 日向市景観審議会を設置。
■10月		 5日	 世界プロサーフィン連盟公認「ビラボンプロ」サーフィン大会（〜8日）
■10月		 9日	 青木宣親選手（本市出身）が2年ぶりに首位打者、最高出塁率と２冠。
■10月13日		 第 1回日向市長杯のりのりカップ（〜14日）
■10月15日		 新日向市中心市街地活性化基本計画を公表。
■10月19日		 ㈱エム・テックとの工場立地協定に調印（新設）。
■11月		 3日	 韓国プロ野球球団「起亜タイガース」が秋季キャンプ（〜28日）
■11月		 6日	 細島港〜韓国釜山港定期コンテナ船（シノコー）が増便。一番船入港。
■11月		20日	 地方自治法施行60周年記念総務大臣表彰を受賞。
■12月		 3日	 市内一部、地上デジタル放送が開始（日向中継局）。
■12月16日		 第 19回日向はまぐり碁石まつり囲碁大会。
■12月16日		 日向市駅開業一周年イベント「海幸・山幸ふれあい日向市

いち

」。
■12月26日		 第７回若山牧水全国こども短歌まつり。

■１月		 5日	 日向市東郷町消防団出初式（団再編成により今年が最後）。
■１月		 6日	 日向市消防団出初め式。
■１月		13日	 日向市成人式典。市内599人が新成人の決意を新たに。
■２月		 2日	 タレントの萩本欽一さんが監督を務める社会人野球チーム茨城ゴール
	 	 	 デンゴールズ（GG）がキャンプイン（〜10日）。
■２月		 9日	 茨城ゴールデンゴールズと、東国原知事率いる「チームそのまんま」が
	 	 	 交流試合（お倉ケ浜総合公園野球場）。
■３月		23日	 日向市長選挙。

親子交流の場「つどいの広場」と、会
員が相互に育児をサポートするファ
ミリーサポートセンターがスタート。

平成22年度末の供用開始を目指す
東九州自動車道門川 IC〜日向 IC間
13.9㌔。市内各所で工事全面展開中。

冠
かんむりやま

山（東郷町：標高 438m）から、日向市中心市街地を望む。

市民が奏
かな

でる“交響”空間 優しく 強く 温かい 人とまち
新日向市駅周辺やまちの駅とみたか
では、日向・入郷圏域の交流、情報発
信の拠点としてさまざまなイベント。

細島港〜韓国釜山港航路週4便が実
現。定期的な外資コンテナ船航路が充
実し利便性が高まる。輸送量が増加。

鳥インフルエンザの発生では、緊急か
つ最優先の課題として、事態の終息に
向け全市をあげ防疫措置などを対応。

くるひゅうが
２００８年は どんな年？

市民との協働と地域力の活用を基本理念とした「新しい日向市総合計画」
（計画期間：平成19年度から平成28年度の10か年）。
行政だけでなく、市民、ＮＰＯ、企業など、日向市という地域社会を構成す
る全ての主体が連携し、互いに響

ひび

きあい高めあいながら協働により新しい
日向市という空間を創っていく。

新春特別企画　ゆくひゅうが くるひゅうが
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参
加
料　

小
学
生
１
、０
０
０
円　

中
学
生

１
、５
０
０
円　

高
校
生
２
、０
０
０
円　
　

一
般
３
、０
０
０
円　

親
子
３
、５
０
０
円　

ひ
ょ
っ
と
こ
の
部
１
、０
０
０
円

申
込
方
法　

３
つ
の
中
か
ら
お
好
み
の
方
法

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携
帯
）
サ
イ
ト

・
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ         h

ttp
://ru

n
n
et.jp

/

・
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー

 　
　

   h
ttp

://w
w

w
.sp

ortsen
try.n

e.jp
/

②
電
話
申
込
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
）
☎
０
５
７
０

－

０
０
８
８
４
６

③
大
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
払
込
取
扱
票
を
使

用
し
参
加
料
を
添
え
郵
便
局
で
申
込
む
。

申
込
締
切　

１
月
18
日

（金）
※
当
日
消
印
有
効

大
会
リ
ー
フ
レ
�
ト
配
布
場
所　

大
王
谷
陸

上
競
技
場
、
サ
ン
ド
ー
ム
日
向
、
市
体
育
セ

ン
タ
ー
、
ほ
か
市
の
各
機
関 runnet

申告が
必要です！

毎
年
3
月
第
2
日
曜
日
に
開
か
れ
る
「
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
Ｉ
Ｎ
日
向
岬
」
も

今
回
で
第
14
回
を
迎
え
ま
す
。

本
大
会
は
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
１
、５
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
起
伏
の
あ

る
厳
し
い
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
す
。「
走
破
す
る
こ
と
の
達
成
感
や
美
し
い
自
然
を
感

じ
な
が
ら
走
る
こ
と
に
満
足
し
た
」
と
い
う
感
想
も
届
い
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
大
会
参
加
者
や
応
援
に
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
、
ま
ご
こ
ろ
こ
も
っ
た
郷
土

料
理
「
ひ
ょ
っ
と
こ
だ
ご
汁
」
を
用
意
。
参
加
者
だ
け
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
人
が
楽

し
め
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、

所
得
税
が
減
額
と
な
り
、控
除
で
き
る
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
）
額
が
引
き
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、所
得
税
か
ら
引
き
き
れ

な
か
っ
た
額
を
、翌
年
度
の
住
民
税
（
市

県
民
税
）
か
ら
住
民
税
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

と
し
て
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
20
年
以
降
、こ
の
住
民
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
年
度
は
？

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の

市
県
民
税
に
適
用
し
ま
す
。

控
除
対
象
と
な
る
人
は
？

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で
に
入

居
し
て
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
次
の
人
で
す
。

①
税
源
移
譲
に
伴
い
所
得
税
が
減
少
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
所
得
税
額
よ
り

も
大
き
く
な
り
引
き
き
れ
な
か
っ
た
人
。

②
税
源
移
譲
前
で
も
所
得
税
額
よ
り
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
額
が
大
き
く
引
き
き
れ
な

か
っ
た
が
、税
源
移
譲
に
よ
っ
て
引
き

き
れ
な
い
額
が
大
き
く
な
る
人
。

市政の動き

申
告
の
方
法
は
？

給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
を
す
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書

（
以
下
、控
除
申
告
書
）
に
源
泉
徴
収
票
を

添
付
し
て
、１
月
１
日
現
在
の
住
所
所
在

地
の
市
区
町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
す
る
人

確
定
申
告
書
と
と
も
に
控
除
申
告
書

（
確
定
申
告
用
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

毎
年
３
月
15
日
ま
で
。

（
平
成
20
年
は
３
月
17
日
）

※
期
限
を
過
ぎ
た
控
除
申
告
は
、当
該
年

度
の
住
民
税
納
税
額
が
通
知
さ
れ
る
ま
で

に
申
告
を
し
た
場
合
の
み
、適
用
さ
れ
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
控
除
申
告
書
は
、18
年
分
の
年
末
調
整

等
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
た
人
に
対

し
て
、１
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　

19
年
中
に
住
所
の
異
動
が
あ
っ
た
人

は
、税
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、
様

式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

（
☎
内
線
２
１
１
５
、２
１
１
６
）

ま
た
は
、延
岡
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
☎
０
９
８
２

－
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－

３
３
０
３
）

�
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ
�

所
得
税
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
�
た
人
は

住
民
税（
市
県
民
税
）か
ら
、そ
の
分
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住宅ローン
控除額

（10 万円）

住宅ローン
控除額

（14 万円）

納付税額
（6 万円）

所得税額
（20 万円）

税源移譲に
よる

所得税
減税分

所得税額
（10 万円）

住宅ローン

4万円

例① 従来の税率なら所得税 20 万円、住宅ローン控除額が 14 万円だった人が税源移譲により所得
税が 10 万円に減った場合、申告すると４万円が翌年度の住民税から控除されます。

税源移譲による住宅ローン控除への影響

税源移譲前の税率のとき

住宅ローン
控除額

（8 万円）

住宅ローン
控除額

（16 万円）

所得税額
（16 万円）

税源移譲に
よる所得税

減税分

所得税額
（8 万円）

例② 従来の税率なら所得税 16 万円、住宅ローン控除額が 16 万円（限度額は 20 万円）だった人が
税源移譲により所得税が 8 万円に減った場合、申告すると 8 万円が翌年度の住民税から控除されます。

住宅ローン

8万円

税源移譲後（平成 19 年分以降）

税源移譲後（平成 19 年分以降）

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
20
万
円

申
告
す
る
と
翌
年
度
の

住
民
税
か
ら
控
除

申
告
す
る
と
翌
年
度
の

住
民
税
か
ら
控
除

絶
景
の
中
、

自
然
を
感
じ
て
走
り
抜
け
る

－

。

開
催
日　

3
月
9
日

（日）　

雨
天
決
行

会
場
・
コ
ー
ス　

お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル

種
目
・
部
門　

左
表
の
と
お
り
。

表
彰　

各
部
門
６
位
ま
で
（
ひ
ょ
っ
と
こ
の

部
を
除
く
）。

大会ホームページ    http://www.geocities.jp/hyuga_hyottoko/

サ
ポ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
始
動
！

あ
な
た
の
名
前
を
の
せ
て

日
向
路
を
ひ
ょ
っ
と
こ
が
走
り
出
す
！

全
て
の
人
々
を
絶
句
さ
せ
る

超
ヘ
ア
ピ
ン
カ
�
ブ

−

全
て
の
人
々
を
魅
了
さ
せ
る

　
　
　
　
　

日
向
岬

−

ひ
�
�
と
こ
マ
ラ
ソ
ン

最
大
の
魅
力
と
も
い
え
る

起
伏
の
激
し
い
挑
戦
的
な
コ
�
ス

−

そ
し
て

温
か
い
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

−

そ
ん
な
コ
ー
ス
を
、あ
な
た
の
名
前
を
の
せ

て
ひ
ょ
っ
と
こ
が
走
る
姿
を
想
像
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
?

サ
ポ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
と
は
？

　

あ
な
た
の
名
前
や
会
社
名
が
「
イ
ラ
ス
ト

の
一
部
」
と
な
っ
て
、
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け

る
企
画
で
す
。
大
会
当
日
、
会
場
に
展
示
さ

れ
る
イ
ラ
ス
ト
の
前
で
確
認
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

参
加
資
格　

記
念
タ
オ
ル

（
１
枚
５
０
０
円
）
購
入
者
、

ま
た
は
ス
タ
ッ
フ
協
力
者
。

ス
タ
�
フ
募
集
し
て
い
ま
す
！

募
集
人
員　

中
学
生
以
上
２
５
０
人
程
度
。

（
18
歳
未
満
は
保
護
者
の
了
解
が
必
要
で
す
）

業
務
内
容　

受
付
・
案
内
、
ス
タ
ー
ト
ゴ
ー

ル
整
理
誘
導
、
ラ
ン
ナ
ー
先
導
･
後
尾
･
収

容
、
走
路
観
察
、
駐
車
場
整
理 

な
ど
。

●
問
い
合
わ
せ　

大
会
事
務
局

（
☎
０
９
０

－

２
５
１
４

－

４
７
９
１
）

　

 m
arath

on
@

h
yu

gacity.jp

れ
る
イ
ラ
ス
ト
の
前
で
確
認
し
て
み
て
く
だ

ス
タ
�
フ
募
集
し
て
い
ま
す
！

走
即
人
生

日向 とこマラソンひょっ日向 とこマラソンひょっ

走
即
人
生

日向 とこマラソンひょっ日向 とこマラソンひょっ

走
即
人
生

日向 とこマラソンひょっ日向 とこマラソンひょっ

走
即
人
生

日向 とこマラソンひょっ日向 とこマラソンひょっ

sportsentry

※
QR
コ
ー
ド
対
応
の

携
帯
電
話
を
お
持
ち

の
人
は
、下
の
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
と
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
�

税源移譲前の税率のとき

URL

U
R
L

U
R
L
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ら
で
も

みんなで、楽しい子育て考えませんか？～出会い・ふれ愛・育て合い～

■子育て応援フェスティバル
●と き １月 27 日（日） 午前 10 時から午後 4 時
●ところ 日向市中央公民館  
子どもから大人まで楽しめるコーナーが盛りだくさん。
子育て相談も受け付けます。お気軽にご来場ください。
●オープニングコンサート
午前 10 時～
●基調講演
午前 10 時 25 分～正午

「メディア漬けが子どもを
蝕む」講師 清川輝基さん
●分科会 
午後１時 30 分～ 3 時 30 分
●お楽しみ企画
午前 10 時～午後３時 30 分
ピエロによるパフォー
マ ン ス、ゆ り て る シ ア
タ ー、 影 絵、バ イ オ リ
ンとピアノによるコン
サ ー ト、キ ー ボ ー ド ５
台によるアンサンブル、そのほか製作コーナー、遊びコ
ーナーなど。
●問い合わせ 日向市福祉課 子育て支援係
  ☎５２－２１１１（内線２３６４）

●問い合わせ　市民課年金係（☎内線 2132）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

保険料の口座振替は便利で確実です。口座
振替の種類は、１年分前納（４月中に納付
すると、3,550 円割引）、６か月分前納（960
円割引）、当月払い（毎月 50円割引）、翌月
払い（同額）があります。申込用紙は、年
金係または金融機関の窓口に用意してあり
ますので①預金通帳②通帳印③納付書（年
金手帳）をご持参のうえ、1年分一括前納は
２月末、６か月分前納は２月末及び８月末
までに申し込んでください。
毎月分はいつでも申し込みできます。

●問い合わせ　市民課市民窓口係（☎内線 2133）

おうちデトックス
いとうゆき・長谷川英子／監修
成美堂出版

肌の荒れ、便秘、
イライラ、肥

満･･･。原因は体内
にたまった毒素か
もしれません。そん
な不調を解消する、
おうちで手軽にで
きるデトックス法
を紹介。「食事」「発
汗」「ツボ」の３つ
のデトックスで、体
の中からキレイに
なろう！

今日から歩く！
～いいこといっぱいウォーキングのすすめ～
湯浅景元／監修　　大和書房

いいことづくめ
のウォーキン

グ、あなたも今日か
らはじめましょう。
歩く効能から楽し
み方、長続きするウ
ォーキングメニュ
ーまで、お金をかけ
ずに医者いらずの
体をつくる、まるご
と１冊ウォーキン
グ読本。

からだのみなさん
五味太郎／作
福音館書店

なんとなくぼん
やり歩いてお

りますと…おや？
これなんだ！？と
突然指が言います。
あっ、これこの前も
らったアメだ！と
頭が思い出して言
います。体中が喋
りだす楽しい絵本。
「かがくのとも」か
ら装丁を新たにし
て出版。

病気・けががよくわかる事典
巷野悟郎／監修
ＰＨＰ研究所

子どもに身近な
病気を 41取り

上げ、病気の原因、
症状、治療方法、予
防方法などをわか
りやすく説明。また
病気の内容を知る
とともに、体のしく
みや各器官の役割
などもわかるよう
に図を用いて解説
する。

■新しく入った本
◎剣客春秋－初孫お花ー
（鳥羽亮／幻冬舎）

◎妻と罰
（土屋賢二／文藝春秋）

◎まゆげのひみつ
（いまむらいくよ／新風舎）　   ほか

乳幼児 /午前 10時 30分～11時
１０日　１７日　２４日　３１日
幼児 /午後 3時 30分～4時
９日　１６日　２３日　３０日

小学生 /午前 11時～11時 30分
５日　１２日　１９日　２６日

●
図
書
館
へ
お
い
で
よ　
　
　
　

●

■１月のおはなし会■

お
子
さ
ん
は
、
毎
朝
き
ち
ん
と
朝
食
を
食

べ
て
い
ま
す
か
？　

先
月
号
に
引
き
続
き
、

今
月
も
家
族
み
ん
な
で
「
食
育
」
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
の
実
態
に
驚
き
！

平
成
17
年
度
児
童
生
徒
の
食
生
活
実
態
調

査
で
は
、
①
小
学
5
年
生
の
児
童
の
約
４
％
、

中
学
校
2
年
生
の
生
徒
の
約
５
％
が
朝
食
を

ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
、
②
児
童
生
徒
と
も
に

約
13
％
が
朝
食
を
食
べ
な
い
日
が
あ
る
、
と

の
驚
き
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

朝
食
の
大
事
さ
、
効
用
を
知
り
ま
し
�
う

睡
眠
中
の
脳
は
、
呼
吸
を
し
た
り
血
液
を

循
環
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
生
命
維
持
に
必

要
な
最
低
限
度
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
機
能
は
休
息
し
て
い
る
た

め
、
身
体
の
血
圧
や
体
温
は
、
朝
方
が
一
番

低
下
し
て
い
ま
す
。

朝
、
目
覚
め
て
朝
食
を
食
べ
る
と
、
脳
に

ブ
ド
ウ
糖
が
運
ば
れ
て
、
脳
の
働
き
が
活
発

に
な
り
、
体
温
や
血
圧
を
上
げ
身
体
の
活
動

を
活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

脳
は
、
ブ
ド
ウ
糖
だ
け
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
日
の
生
活
の
中
で
脳
や
身
体
を
活
発
に

働
か
せ
る
に
は
、
一
日
３
回
、
規
則
正
し
い

食
事
を
し
て
脳
に
ブ
ド
ウ
糖
を
供
給
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
な

い
と
、
脳
に
ブ
ド
ウ
糖
が
補
給
さ
れ
な
い
の

で
、
な
か
な
か
脳
や
身
体
が
活
動
す
る
体
制

に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、「
体
が
だ
る
い
」、「
や
る
気

が
起
き
な
い
」、「
い
ら
い
ら
す
る
」
な
ど

の
不
定
愁
訴
（
め
ま
い
、ふ
ら
つ
き
、動ど

う
き悸

、

倦け
ん
た
い
か
ん

怠
感
な
ど
の
症
状
）
を
感
じ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
﹂

平
成
15
年
度
の
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の

調
査
に
よ
る
と
、
毎
日
、
朝
食
を
食
べ
て
い

る
子
ど
も
ほ
ど
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
得
点

が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

一
日
を
元
気
で
活
動
的
に
過
ご
す
に
は
、

き
ち
ん
と
朝
食
を
取
る
こ
と
が
と
て
も
大
事

で
す
。

冬
休
み
期
間
中
に
、「
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
」
の
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
な
い
よ

う
、
保
護
者
は
子
ど
も
の
生
活
習
慣
に
つ
い

て
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

冬
休
み
は
食
文
化
を
知
る
絶
好
の
機
会

　

冬
休
み
は
、
年
末
年
始
行
事
の
中
で
、
日

本
古
来
の
伝
統
行
事
な
ど
を
体
験
で
き
る
良

い
機
会
で
す
。

自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
に
、
昔
か
ら
伝

わ
る
料
理
や
年
末
年
始
に
ち
な
ん
だ
料
理
な

ど
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
も
大
事
な
「
食

育
」
で
す
。

「
年
越
し
そ
ば
」、「
お
せ
ち
料
理
」、「
雑
煮
」

な
ど
、
地
域
の
気
候
風
土
と
深
く
結
び
つ
き
、

培
わ
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
古
来
の
食

文
化
が
あ
る
こ
と
を
、
家
族
み
ん
な
で
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
保
健
係

 

　
　
　
（
☎
内
線
２
４
２
５
）

学
校
保
健

☎
54
―

１
９
１
９

■ １ 月 の 休 館 日 ■
１～３日　７日　１４日
２１日　２８日

■１月・２月の上映会
～プログラム～

●１月１３日（日）
１０:３０～　　　　　　　　
一寸法師　火男 
鬼の子とゆきうさぎ
１４:３０～　　　　　　　　
みーつけた！　マザー・テレサ

●２月１０日（日）
１０:３０～　　　　　　　　
金太郎　宝の下駄
三びきのやぎのがらがらどん
ハーメルンのふえふき男
１４:３０～　　　　　　　　
空からおちたカメ　森のばん人
この声、だあれ？
－動物たちの鳴き声―

■
家
族
み
ん
な
で

　

食
育
を
考
え
ま
し
ょ
う
！
②

イライラ、肥

にたまった毒素か
もしれません。そん

おうちで手軽にで
きるデトックス法
を紹介。「食事」「発
汗」「ツボ」の３つ
のデトックスで、体

グ、あなたも今日か

ーまで、お金をかけ
ずに医者いらずの
体をつくる、まるご

Q. 国民年金保険料の口座振替について
教えてください。

はい、代理人でも印鑑登録証明書を取るこ
とはできます。その際に必要なものは以下
の２つになります。

①必要な人の印鑑登録証
②代理人の認め印、または本人の確認がで
きる運転免許証・保険証等

また、本人からの委任状や実印があっても
印鑑登録証を窓口に持ってきていない場
合、証明書を出すことはできません。これ
は本人が窓口で直接請求する場合も同じで
すので、必ず印鑑登録証を持ってきてくだ
さい。

印鑑登録証明書が必要になりました。
他の人が代わりに取りに行くことは
できますか？

A.

Q.

A.

今月の年金巡回相談
●とき  １月 23 日（水）
     午前 10 時から午後 3 時まで
●ところ　青少年ホーム　１階会議室

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。　
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課秘書広報係（☎内線２２３５）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

福祉バザーにご協力をお願いします～物品提供者を募集中～

■２００８日向市福祉のつどい
●とき ２月３日（日）午前 10 時から午後２時
●ところ 日向市総合福祉センター
楽しい催しがいっぱいです。ぜひお越しください。
内容 バザーコーナー、グルメコーナー、ふれあいコー
   ナー、福祉施設コーナー
●問い合わせ 日向市総合福祉センター内 日向市ボ
ランティア・市民活動センター ☎ 52 －２５７７

「かがくのとも」か

2008 年夏～熱い感動をあなたとともに～

■日向ひょっとこ夏祭り
　新キャラクターデザインを募集

昭和 59 年に初めて日向ひょっとこ夏祭りが開かれ
てから、今年は 25 回目となる記念すべき年です。

これを記念して、新しい「キャラクターデザイン」
を募集します。応募いただいた作品は、イベント全般
の PR、オリジナルグッズ、ポスターなどに使用させ
ていただく予定です。どなたでも応募可能。多くの皆
さんからの作品の応募をお待ちしています。
●応募締切日 ２月１２日（火）
※応募資格、応募条件、応募方法など詳しいことは、
下記まで問い合わせください。
●問い合わせ 日向市観光協会内、同実行委員会事務
局（☎５５－０２３５）
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こ
の
コ
�
ナ
�
で
は
�み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職
場
の

ホ
�
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
�
紹
介
し
た
い
人
が
い
ま
し
た

ら
�総
務
課
秘
書
広
報
係
︵
☎
内
線
２
２
３
５
︶
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
�
自
薦
�他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
�

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
�広
報
担
当
が
写
真
を
撮
り
に

う
か
が
い
ま
す
�

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

今年もアメリカンで安全運転
耳川広域森林組合日向支所に昨年 8 月から勤務。
東郷域での国土調査法に基づく地積調査を担当
しています。バイクが好きでアメリカンに乗っ
てるんですよ。今年の目標は、早く仕事を覚え
て一人前に仕事をこなすこと。組合員の皆さん
にも早く顔を覚えてもらえるとうれしいですね。

黒木　優
ゆ う き

樹 さん（26 歳：仲深）

初舞台は緊張しました
ハローワーク日向で働いています。昨年、日向
十五夜太鼓のメンバーに新しく加わりました。
11 月に市役所前広場で開かれた産業・商業まつ
りが初舞台。緊張しましたが仲間たちの支えも
あって、無事ステージを終えました。これから
も練習に励んでお客さんを喜ばせたいですね。

松岡　梨
り え

絵 さん（24 歳：富高）

ニュージーランドの
ライフスタイルの変化（上）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
^O^
。
日
向

に
来
て
3
回
目
の
お
正
月
。

今
年
も
年
賀
状
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
も
た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た

か
？　

今
年
も
皆
さ
ん
に
お

も
し
ろ
い
話
を
た
く
さ
ん
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
か
ら
連
続
で

変
わ
り
つ
つ
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド（
NZ
）の
生
活
ス
タ

イ
ル
の
今
昔
の
お
話
で
す
。

私
が
NZ
に
行
っ
た
の
は
14

年
前
の
こ
と
で
し
た
。
台

湾
第
２
の
大
都
市
、
人
口

１
０
０
万
人
を
超
え
る
高
雄

市
か
ら
、
い
き
な
り
国
の
総

人
口
が
４
０
０
万
人
し
か
い

な
い
NZ
へ
引
っ
越
し
た
の

で
、
NZ
が
す
ご
く
田
舎
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

住
む
と
初
め
て
田
舎
で
暮
ら

す
と
い
う
こ
と
が
ど
ん
な
生

活
か
が
分
か
り
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
中
学
生
で
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
の
小
さ
な
小
中

学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
は
朝
9
時
か
ら
午
後
3

時
ま
で
。
台
湾
の
小
学
校
よ

り
2
時
間
半
も
授
業
が
短
か

っ
た
の
で
、
最
初
は
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、
そ

の
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
の
NZ
の
お

店
や
銀
行
な
ど
は
午
後
4
時

30
分
に
閉
店
し
て
し
ま
う
こ

と
で
し
た
。
あ
ま
り
に
も
閉

店
が
早
い
の
で
母
は
い
つ
も

放
課
後
、
私
と
姉
が
ほ
し
が

る
物
を
一
緒
に
買
お
う
と
、

私
た
ち
を
連
れ
て
急
い
で
買

い
物
に
行
き
ま
し
た
。

今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
出
来
事
は
、
3
人
が
一
度

4
時
20
分
に
お
店
に
入
ろ
う

と
し
た
時
、店
員
さ
ん
に
「
あ

と
10
分
で
店
を
閉
め
る
の

で
、
明
日
ま
た
来
て
く
だ
さ

い
ね
」
と
追
い
帰
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
が
NZ

で
は
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

世
界
中
の
人
に
「
NZ
の
人

は
の
ん
び
り
し
て
い
る
ね
」

と
言
わ
れ
て
い
る
訳
が
な
ん

だ
か
分
か
る
気
が
し
ま
す
ね

(^^ゞ
。

このまちの人たち ー ボイス

中
央
公
民
館
の
会
議
室
に
今
年
新

成
人
を
迎
え
る
８
人
が
集
結
し
た
。

今
日
は
、４
回
目
の
成
人
式
実
行

委
員
会
。次
は
来
週
。打
ち
合
わ
せ
は
、

式
典
の
直
前
ま
で
続
く

ー
。

日
向
市
の
成
人
式
は
企
画
立
案
、

当
日
の
運
営
ま
で
新
成
人
が
担
当
。

「
一
生
に
一
度
し
か
な
い
大
切
な
日
。

最
高
の
一
日
に
」と
話
す
松
木
勇
樹

さ
ん
（
実
行
委
員
長

：写
真
、
左
最
前
）

は
、大
分
の
大
学
に
在
学
中
。打
ち
合

わ
せ
の
た
び
に
帰
省
し
て
い
る
。

横
田
あ
ゆ
み
さ
ん
（
副
実
行
委
員

長

：

写
真
、右
後
か
ら
２
番
目
）は
「
み

ん
な
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
喜
ん

で
も
ら
え
る
式
典
に
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

大
切
な
一
日
は
、参
加
者
の
胸
に

い
つ
ま
で
も
刻
ま
れ
る
は
ず
。新
成

人
の
決
意
、自
覚
と
と
も
に

ー
。

●
と
き　

1
月
13
日
（日）

　
　
　
　

受
付
9
時
30
分
〜
10
時

●
と
こ
ろ　

市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

昭
和
62
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
63
年
4
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
対
象
者
に
は
事
前
に
出
欠
確
認
の

往
復
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

返
信
を
し
て
い
な
い
人
、市
外
在
住

な
ど
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
な
い
20

歳
の
人
も
、当
日
受
付
で
参
加
で
き

ま
す
。
※
家
族
も
式
典
に
参
加
可
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
中
央
公
民
館
内

生
涯
学
習
課
（
☎
53

－

６
８
６
７
）

12 月 1 日
そば打ちＤＥ国際交流

道の駅とうごうにある味工房で、そば
打ちと豆腐づくりに挑戦したよ。今年
も皆さんと一緒にいろんなことにチャ
レンジします。

グレイス・ワン（文・写真）
ニュージーランドから来た
日向市国際交流員

平
成
20
年
成
人
式
典
は
１
月
13
日

（日）
、
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

一
生
に
一
度
の
大
切
な
日
は

 
自
分
た
ち
の
手
で

ー
。

第 4 回成人式実行委員会　12 月 9 日（日）
・東国原知事のビデオメッセージについて

・記念品について　・お楽しみ抽選会について

・アトラクションについて・当日の式典配役について

・広報ひゅうが新成人企画について　・その他

 　　　次回実行委員会 12 月 16 日

平成 20 年成人式実行委員会メンバー
実行委員長 松木勇樹

福永 桂子  （大王谷中）

垣内 圭太  （日向中）

都甲紗也加（東郷中）

松本 勇樹  （財光寺中）

小野 詩織   （富島中）

横田 あゆみ（財光寺中）

黒木 翔大   （財光寺中）

大山 嘉文   （財光寺中）

   ※写真配席順（出身中学校）

次
号
に
つ
づ
く

   ※敬称略
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県
立
日
向
養
護
学
校
が
創
立
30
周
年

を
迎
え
11
月
25
日
、記
念
式
典
を
開
き

伝
統
を
祝
い
ま
し
た
。生
徒
た
ち
の
学

習
発
表
「
ひ
む
か
祭
」ス
テ
ー
ジ
で
は
、

小
・
中
学
部
が
そ
れ
ぞ
れ
創
作
劇
を
披

露
。中
学
部
は「
ご
み
の
分
別
」を
テ

ー
マ
に「
あ
な
た
も
地
球
の
声
に
耳
を

傾
け
て
」と
生
活
の
中
で
の
環
境
へ
の

取
り
組
み
の
大
切
さ
を
、大
勢
の
観
客

に
訴
え
ま
し
た
。中
庭
で
の
バ
ザ
ー
で

は
、作
業
学
習
で
育
て
た
大
根
の
販

売
な
ど
も
あ
り
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

わ
け
も
ん
の
主
張
東
臼
杵
支
会
大
会

が
11
月
22
日
、文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、本
市
か
ら
山
田
将ま

さ
た
か隆

さ
ん
、

椎
葉
和か

ず
き喜

さ
ん（
と
も
に
日
向
市
消
防

本
部
勤
務
）が
出
場
。選
挙
や
政
治
に

つ
い
て
感
じ
る
こ
と
、望
む
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。椎
葉
さ
ん

は
、仕
事
を
通
し
芽
生
え
た
有
権
者
と

し
て
の
自
覚
を「
見
え
て
き
た
こ
と
」

と
題
し
発
表
。
見
事
、優
秀
賞
に
選
ば

れ
、２
月
16
日
に
宮
崎
市
で
開
か
れ
る

県
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権
デ
ー
ま

で
の
一
週
間
は「
人
権
週
間
」。市
民
に

人
権
問
題
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
11
月
30
日
、市
内
２
か
所

で
啓
発
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。黒
木
市

長
や
人
権
擁
護
委
員
ら
関
係
者
30
人

が
啓
発
チ
ラ
シ
や
人
権
グ
ッ
ズ
を
配

布
。差
別
の
な
い
や
さ
し
い
社
会
づ
く

り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。12
月
７
日
に

は
第
25
回「
同
和
」
問
題
市
民
講
演
会

も
開
か
れ
、５
０
０
人
を
超
す
市
民
が

同
和
問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

第
５
回
日
向
ア
ー
ト
フ
�
ス
タ
が
11

月
25
日
、日
向
市
駅
周
辺
で
開
か
れ
、

写
真
、
絵
画
、
書
道
の
各
部
門
に
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。「
ス
ケ

ッ
チ
が
大
好
き
」
と
楽
し
そ
う
に
話

し
た
平
坂
光こ

う
じ
�
ん

遵
く
ん（
４
歳
）、隆

り
�
う
せ
い

政
く

ん
（
日
知
屋
東
小
３
年
）兄
弟
は
、昨

年
に
続
き
２
度
目
の
参
加
。先
生
た
ち

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、画
用
紙
い
っ

ぱ
い
に
青
空
と
駅
舎
を
色
鮮
や
か
に

描
い
て
い
ま
し
た
。作
品
は
日
向
市
美

術
展
覧
会
会
場
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

■新しい駅舎を題材に

■創立30周年を祝う

■選挙の主役は私たち

■差別のないやさしい社会を

美
々
津
の
歴
史
に
親
し
み
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
11
月
23
日
、
美
々
津

ふ
れ
あ
い
ま
ち
巡
り（
同
実
行
委
員

会
主
催

：

地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ

ロ
ジ
�
ク
ト
事
業
）が
美
々
津
町
立

縫
区
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
貿
易
港
と
し
て
栄
え
た
ま
ち
、

美
々
津
。
か
つ
て
は
、
回
船
問
屋
や

商
店
が
軒
を
連
ね「
美
々
津
千
軒
」と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
が
あ
り

ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
古
い
ま
ち
並

み
は
国
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
指
定
さ
れ
、
地
域
の
人
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
自
分
の
着
物
を
着
て

来
場
し
た
人
や
無
料
で
貸
し
出
さ
れ

た
着
物
を
着
付
け
た
人
な
ど
が
通
り

の
石
畳
を
歩
き
ま
ち
な
か
を
散
策
。

か
つ
て
美
々
津
の
ま
ち
が
に
ぎ
や

か
だ
っ
た
時
代
に
ま
る
で
時
間
が
さ

か
の
ぼ
っ
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

歌
人
若
山
牧
水
が
幼
い
と
き
に
母
と

美
々
津
を
訪
ね
た
こ
と
に
ち
な
み
、

金
丸
宗そ

う
し史

さ
ん（
美
々
津
小
１
年
）

と
松
本
清
美
さ
ん（
立
縫
区
）が
和
服

の
親
子
姿
で
、
な
り
き
り
牧
水
の
一

行
と
と
も
に
登
場
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
、
魚
介

類
、
伊
勢
え
び
の
み
そ
汁
や
ち
り
め

ん
め
し
な
ど
を
販
売
し
大
盛
況
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
ゆ
っ
く
り
と

流
れ
る
時
間
と
情
緒
あ
る
ま
ち
の
雰

囲
気
を
楽
し
み
、
美
々
津
の
深
い
歴

史
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

美
郷
町
南
郷
区

古
代
の
ロ
マ
ン
が
満
ち
る

師
走
祭
り

遠
く
離
れ
た
別
々
の
地
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
百
済
王
族
の
親
子

が
、年
に
一
度
の
再
会
を
果
た

す

－

。

こ
の
悲
し
い
百
済
伝
説
を
再

現
し
た
の
が
師
走
祭
り
で
、今

も
な
お
百
済
の
風
習
や
戒
律
が

色
濃
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

90
�
も
離
れ
た
２
つ
の
神
社

（
神
門
神
社

：

南
郷
区
、比
木
神

社

：

木
城
町
）が
、２
泊
３
日
を

か
け
て
一
緒
に
行
う
と
い
う
大

変
珍
し
い
も
の
で
、千
年
以
上

も
の
歴
史
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

祭
り
の
一
番
の
見
所
は
、
初

日
の
比
木
神
社
一
行
を
迎
え
る

「
迎
え
火
」。
燃
え
上
が
る
勢
い

は
、天
を
も
焦
が
さ
ん
ば
か
り

で
す
。
こ
の
古
代
史
の
ロ
マ
ン

に
満
ち
た
「
師
走
祭
り
」
を
、

ぜ
ひ
肌
で
感
じ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？

と
き　

１
月
25
日

（金）
～
27
日

（日）

　

※
迎
え
火
は
、１
月
25
日

（金）

と
こ
ろ　

美
郷
町
南
郷
区
神
門

神
社
周
辺

問
い
合
わ
せ　

美
郷
町
役
場
企

画
情
報
課
（
☎
66

－

３
６
０
３
）

   

歴
史
を
感
じ

   

着
物
姿
で
ま
ち
を
巡め

ぐ

る
。

歴
史
を
感
じ

美
し
い
ま
ち
並
み
の
風
に
吹
か
れ
て

－

。
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度
に
限
り
、納
期
別
の
振
替
日
に
振
り

替
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

全
期
前
納
で
口
座
振
替
後
、税
額
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
？

市
税
の
申
告
や
評
価
額
変
更
に
よ

る
更
正
が
あ
っ
た
場
合
、納
め
す
ぎ
た

税
金
は
、還
付
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

税
額
が
増
え
た
場
合
は
差
額
分
を
、納

期
別
の
振
替
日
に
振
り
替
え
ま
す
。

そ
の
他
の
注
意
点

年
度
途
中
に
全
期
前
納
振
替
を
手

続
き
し
た
場
合
は
、そ
の
年
度
は
納
期

別
の
振
り
替
え
で
、翌
年
度
か
ら
全
期

前
納
扱
い
と
な
り
ま
す
。ま
た「
随
時
」

（
過
年
度
分
や
、第
4
期
以
降
に
税
額

に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
）
と
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
は
口
座
振
替
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、口
座
振
替
の
廃
止
や
変

更
を
し
た
い
場
合
は
、必
ず「
日
向
市

税
等
口
座
振
替
依
頼
書
・
自
動
払
込

利
用
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
※
入
金
は
振
替
日
の
前
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
の

全
期
前
納
口
座
振
替
の
日
は
、

　

固
定
資
産
税
は
4
月
25
日
、

　

市
県
民
税
は
6
月
25
日
で
す
。

申
込
期
間

　

固
定
資
産
税
は
２
月
末
日
ま
で
。

　

市
県
民
税
は
４
月
末
日
ま
で
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

通
帳
、届
出
印
、納
税
通
知
書

申
込
場
所

　

市
役
所
税
務
課
、各
支
所
（
細
島
、

美
々
津
、岩
脇
）、東
郷
町
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
、市
内
金
融
機
関
の
窓
口

口
座
振
替
可
能
な
金
融
機
関

　

宮
崎
銀
行
、鹿
児
島
銀
行
、宮
崎
太

応
募
方
法　

八
つ
切
り
サ
イ
ズ
の
カ

ラ
ー
写
真
３
枚
（
全
体
が
撮
影
さ
れ

た
も
の
１
枚
、上
半
分
１
枚
、下
半
分

１
枚
。
３
枚
と
も
裏
面
に
、所
有
者
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
）
を
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

２
月
20
日

（水）

※
詳
し
く
は
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〠
８
８
３

－

８
５
５
５　

日
向
市
本

町
10
番
５
号
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文

化
振
興
係
（
内
線
☎
２
８
６
４
）

　

市
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
、

そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
る
介
護
相

談
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

あ
り
、高
齢
者
福
祉
に
対
し
情
熱
の
あ

る
人
。
②
月
２
回
程
度
の
相
談
活
動

と
、月
１
回
の
連
絡
会
議
へ
の
出
席
が

可
能
な
人
。

募
集
人
員　

3
人

任
期　

1
年
（
再
任
可
）

月
額
報
酬　

１
５
、０
０
０
円

募
集
期
間　

1
月
15
日
か
ら
31
日

●
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん

課
介
護
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
７
７
）

　

市
は
、平
成
20
年
4
月
か
ら
入
所
す

る
認
可
保
育
所
（
園
）
の
児
童
の
入

所
申
込
を
、次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。

入
所
基
準　

保
護
者
が
、昼
間
働
い
た

り
、長
期
の
病
気
や
出
産
な
ど
の
理
由

15

の
た
め
、家
庭
で
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

幼
児
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
、集
団

生
活
に
慣
れ
さ
せ
た
い
な
ど
の
理
由

で
は
入
所
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
書
の
配
布　

福
祉
課
お
よ
び
各

保
育
所
（
園
）

受
付
期
間　

１
月
７
日

（月）
～
1
月
31

日
（木）
ま
で
。

受
付
場
所　

福
祉
課
⑰
番
窓
口
、
や

す
ら
ぎ
館

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て
支
援

係
（
☎
内
線
２
１
６
３
）

　

市
は
、4
月
か
ら
入
園
す
る
市
立
幼

稚
園
児
の
入
園
申
込
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

入
園
資
格　

市
内
に
居
住
し
平
成
14

年
4
月
2
日
か
ら
平
成
17
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

申
込
書
の
配
布　

各
市
立
幼
稚
園
お

よ
び
福
祉
課
⑰
番
窓
口

受
付
期
間　

１
月
15
日

（火）
～
1
月
31

日
（木）
ま
で
。

受
付
場
所　

各
市
立
幼
稚
園

●
問
い
合
わ
せ

東
郷
幼
稚
園
（
☎
69

－

２
９
９
０
）

坪
谷
幼
稚
園
（
☎
69

－

７
１
５
０
）

寺
迫
幼
稚
園
（
☎
58

－

１
３
８
０
）

　

ま
た
は
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
内
線
２
１
６
４
）

　

市
民
主
体
に
よ
る
元
気
で
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、市

民
の
皆
さ
ん
が
知
恵
を
出
し
合
い
、地

域
の
特
色
を
生
か
し
て
自
ら
企
画･

運

営
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
上
半
期

分
（
平
成
20
年
４
月
～
平
成
20
年
９

月
の
間
に
実
施
す
る
事
業
。
た
だ
し
、

下
半
期
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
事

業
で
も
、９
月
以
前
か
ら
準
備
等
を
行

う
必
要
の
あ
る
事
業
も
含
む
）
を
広

く
市
民
活
動
団
体
な
ど
か
ら
公
募
し

ま
す
。

　

市
民
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
審
査

会
で
採
択
さ
れ
た
事
業
に
対
し
て
、補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

応
募
で
き
る
団
体　

①
市
内
に
活
動

拠
点
を
有
す
る
非
営
利
活
動
団
体（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
自
治
会
な
ど
）

で
あ
る
こ
と
。
②
５
人
以
上
の
会
員

で
組
織
し
て
い
る
こ
と
。
③
組
織
の

運
営
に
関
す
る
規
約
等
が
あ
る
こ
と
。

④
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
行
う
団

体
で
は
な
い
こ
と
。
⑤
暴
力
団
の
構

成
員
が
、団
体
の
役
員
と
な
っ
て
い
な

い
こ
と
。

募
集
事
業
の
内
容　

①
市
ま
た
は
市

内
特
定
地
域
（
以
下
「
市
、
地
域
」

と
い
う
。）
の
活
性
化
ま
た
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
つ
な
が
る
事
業
②

市
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
事
業

③
市
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や

情
報
発
信
に
つ
な
が
る
事
業

事
業
の
部
門
お
よ
び
補
助
率
、補
助
金

交
付
上
限
額 

①
地
域
づ
く
り
系
事
業

（
特
定
地
域
で
の
環
境
美
化
、防
犯
、助

け
合
い（
共
助
）な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
及
び
醸
成
に
つ
な
が
る
事
業
）

補
助
率
＝
¾
以
内 

限
度
額
＝
50
万
円

②
イ
ベ
ン
ト
系
及
び
そ
の
他
の
事
業

（
全
市
対
象
の
祭
り
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

講
演
会
、文
化
芸
術
の
発
表
会
、展
覧

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
）補
助
率
＝
½

以
内　

限
度
額
＝
５
０
０
万
円

提
出
書
類　

①
事
業
企
画
提
案
書　

②
事
業
計
画
書
③
事
業
収
支
予
算
書

④
事
業
提
案
団
体
概
要
書
⑤
団
体
の

運
営
に
関
す
る
規
約
等
⑥
会
員
名
簿

⑦
前
年
度
事
業
収
支
決
算
書
（
活
動

実
績
の
あ
る
団
体
の
み
）

応
募
締
切　

２
月
29
日

（金）

●
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ　

市
民

協
働
課
（
☎
内
線
２
８
５
３
）　

採
用
予
定
職
種　

一
般
事
務
（
６
人

程
度
）、現
業
（
１
人
程
度
）、消
防
（
３

人
程
度
）

受
験
資
格　

一
般
事
務
＝
昭
和
55
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
高

等
学
校
卒
業
程
度
の
一
般
教
養
を
有

す
る
人
）、現
業
＝
昭
和
55
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
一
般
教
養
を
有
し
、現
場

の
作
業
に
耐
え
う
る
体
力
を
有
す
る

人
）、
消
防
＝
昭
和
58
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
（
※
救
急
救
命
士

の
資
格
を
有
す
る
人
は
、昭
和
55
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、①

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
一
般
教
養
を

有
す
る
人
、②
矯
正
視
力
を
含
み
、視

力
が
両
眼
で
0.7
以
上
、か
つ
一
眼
で
そ

れ
ぞ
れ
0.3
以
上
で
色
覚
に
強
度
異
常

が
な
く
、聴
力
が
正
常
で
消
防
業
務
に

耐
え
う
る
体
力
を
有
す
る
人
、③
日
向

市
、
門
川
町
に
居
住
で
き
る
人

欠
格
事
項　

次
の
い
ず
れ
か
一
つ
に

該
当
す
る
人
は
、受
験
で
き
ま
せ
ん
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
（
現
業

は
除
く
）
②
成
年
被
後
見
人
及
び
被

保
佐
人
③
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た

は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
人
④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日

以
後
に
お
い
て
、日
本
国
憲
法
ま
た
は

そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
、そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、ま
た
は
こ
れ

に
加
入
し
た
人

第
１
次
試
験　

と
き
＝
２
月
３
日

（日）

午
前
８
時
30
分
か
ら　

と
こ
ろ
＝
日

向
市
立
富
島
中
学
校

試
験
科
目　

一
般
事
務
＝
一
般
教
養
、

現
業
＝
一
般
教
養
・
体
力
、消
防
＝
一

般
教
養
・
体
力

受
験
申
込
書
の
請
求　

受
験
申
込
書

は
、市
役
所
職
員
課
及
び
各
支
所（
細

島･

岩
脇
・
美
々
津
）、東
郷
町
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
、消
防
署
で
、12
月
17

日
（月）
か
ら
交
付
し
ま
す
。
郵
送
で
請

求
す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
面
に「
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記

の
返
信
用
封
筒
（
30
㌢
×
21
・
５
㌢
以

上
）
を
同
封
の
こ
と
。

受
付
期
間　

平
成
19
年
12
月
17
日

（月）

か
ら
平
成
20
年
1
月
18
日

（金）
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
、及
び
年
末
年
始

の
閉
庁
日
を
除
く
）。

郵
送
の
場
合
は
、1
月
18
日
の
消
印
ま

で
有
効
（
封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験

申
込
」
と
朱
書
き
の
こ
と
）。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

職
員
課 

〠
８
８
３

－

８
５
５
５　
日
向
市
本
町

10
番
５
号
（
☎
内
線
２
２
７
３
）

か
ら
の
釣
り
以
外
の
方
法
で
カ
サ
ゴ

を
採
捕
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
事
務
局
（
☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
４
６
）

市
は
、亀
崎
地
区
、大
王
町
地
区
な

ど
に
あ
る
市
有
地
を
一
般
競
争
入
札

の
方
法
に
よ
っ
て
公
売
し
ま
す
。

公
売
物
件　

大
王
町
6
丁
目
35
番
ほ

か
17
か
所

売
払
方
法　

一
般
競
争
入
札

受
付
期
間　

１
月
15
日

（火）
～
２
月
22

日
（金）
入
札
日　

３
月
３
日

（月）　

午
後
２
時

入
札
場
所　

市
役
所
本
館
第
２
、３
委

員
会
室

※
詳
し
い
物
件
情
報
や
入
札
方
法
な

ど
は
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、入
札
参
加
申
込
書
は
、

契
約
管
理
課
で
交
付
す
る
ほ
か
、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

契
約
管
理
課
管
財

係
（
☎
内
線
２
２
６
４
）

全
期
前
納
と
は
、全
期
分
を
ま
と
め

て
第
1
期
の
口
座
振
替
日
に
納
付
す

る
方
法
で
す
。

対
象
と
な
る
税
目
は
？

固
定
資
産
税
と
市
県
民
税
で
す
。

全
期
前
納
の
方
法
は
？

口
座
振
替
に
よ
る
全
期
前
納
は
、

振
替
の
手
続
き
の
届
出
用
紙
に
、納
期

別
の
納
付
か
全
期
前
納
か
を
選
択
す

る
欄
が
あ
り
、全
期
前
納
を
選
択
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
り
ま
す
。

な
お
、現
在
、納
期
別
の
口
座
振
替

を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
に
は
「
口
座

振
替
の
全
期
前
納
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、全
期
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人
の

み
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
※「
口
座
振
替
方
法
の

変
更
届
」
の
提
出
の
な
い
場
合
は
、納

期
別
の
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。ま
た

新
規
に
、口
座
振
替
を
利
用
す
る
場
合

は
、下
記
の
申
し
込
み
で
き
る
と
こ
ろ

で
随
時
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

第
1
期
の
口
座
振
替
日
に
、全
額
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
？

振
替
日
に
全
期
分
の
振
り
替
え
を

す
る
残
高
が
な
か
っ
た
場
合
は
、振
替

可
能
な
納
期
分
ま
で
振
り
替
え
ま
す
。

な
お
、全
く
振
り
替
え
で
き
な
か
っ
た

場
合
に
限
り
、再
振
替
日
（
固
定
資
産

税
5
月
15
日
、市
県
民
税
7
月
10
日
）

に
も
う
一
度
振
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、残
高
不
足
な
ど
で
振
替
で
き

な
か
っ
た
市
税
に
つ
い
て
は
、そ
の
年

告
示　

３
月
16
日

（日）

投
・
開
票　

３
月
23
日

（日）

立
候
補
届
出
手
続
等
説
明
会

と
き　

２
月
12
日

（火） 

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
内
線
２
２
３
２
）

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、毎
年
１
月

１
日
現
在
で
、有
権
者
の
申
請
に
基
づ

き
、「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
は
、１

月
10
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
へ
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

②
20
歳
以
上
の
人（
昭
和
63
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

③
耕
作
面
積
が
10
㌃
以
上
あ
る
人
も

し
く
は
そ
の
人
と
同
居
の
親
族
ま
た

は
配
偶
者
で
、年
間
の
耕
作
従
事
日
数

が
60
日
以
上
あ
る
人

申
請
書
は
、12
月
中
に
送
付
し
て
い

ま
す
が
、届
い
て
い
な
い
人
は
、農
業

委
員
会
事
務
局（
☎
内
線
２
３
６
３
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
海
域
で
は
、カ
サ
ゴ
の
資
源
を

増
や
す
目
的
で
稚
魚
を
放
流
し
て
い

ま
す
。こ
の
海
域
で
陸（
防
波
堤
含
む
）

お
知
ら
せ

陽
銀
行
、高
鍋
信
用
金
庫
、日
向
農
業

協
同
組
合
、九
州
労
働
金
庫
、日
向
市

漁
業
協
同
組
合
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
税
収
納

係
（
☎
内
線
２
１
１
７
～
２
１
１
９
）

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
で
授
業
を
行

う
国
が
設
置
し
た
正
規
の
大
学
で
す
。

放
送
大
学
教
養
学
部
学
生

　

入
学
試
験
な
し
。
満
15
歳
以
上
。

　

自
宅
履
修
可
。

大
学
院（
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
）

　

入
学
試
験
な
し
。
満
18
歳
以
上
。

　

一
科
目
履
修
可
。

募
集
締
切　

２
月
15
日

（金）

※
学
部
や
科
目
、大
学
院
課
程
に
よ
っ

て
、入
学
方
法
や
入
学
資
格
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
放
送
大
学
宮
崎
学

習
セ
ン
タ
ー
（
日
向
市
本
町
）ま
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

放
送

大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

１
８
９
３
）、
願
書
請
求
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０

－

８
６
４

－

６
０
０
）

　

市
は
、若
山
牧
水
没
後
80
周
年
及
び

日
向
市
・
東
郷
町
合
併
記
念
事
業
と

し
て
、
個
人
所
蔵
の
牧
水
直
筆
作
品

（
半
切
、色
紙
、短
冊
）
を
募
集
中
で
す
。

　

平
成
21
年
度
に
若
山
牧
水
の
遺
墨

集
「
牧
水
の
遺
墨
百
選
」（
仮
題
）
の

刊
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

募　

集

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」を
作
成
中
で
す

介
護
相
談
員
を
募
集

市
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

放
送
大
学

20
年
度
第
１
学
期
学
生

認
可
保
育
所（
園
）の

入
所
受
付
を
は
じ
め
ま
す

日
向
市
市
民
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業（
上
半
期
）募
集

平
成
20
年
度
か
ら
全
期
前

納
振
替
納
税
が
で
き
ま
す

カ
サ
ゴ
を
保
護
し
よ
う

21
年
６
月
30
日
ま
で
禁
漁

飛島

日向岬

御鉾ヶ浦

黒バエ

長バエ

日知屋地区の通称小太郎の南端（世界測地系 : 北緯 32 度
25 分 16 秒、東経 131 度 41 分 4 秒）と同地区の通称地の
長バエ北端（世界測地系 : 北緯 32度 25 分 9秒、東経 131
度 41分 4秒）を直線で結んだ線と陸岸で囲まれた海域。

カサゴの保護区

牧
水
直
筆
作
品
を
募
集

没
後
80
年
、遺
墨
集
刊
行

日
向
市
長
選
挙

投
・
開
票　

３
月
23
日

（日）

市
有
地
を
公
売
し
ま
す

日
向
市
職
員
の

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

日向市のホームページアドレス　　  http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/URL
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納期限内に納めましょう
市県民税	 	 ４期

国民健康保険税	 ８期
（納期　		1 月 1日〜 1月 25日）
（口座振替日　　　			1 月 25日）

税の納期

＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

相 談 日 程
■
人
権
相
談

と　

き　

１
月
16
日

（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

大
王
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

■
行
政
相
談

と　

き　

１
月
16
日

（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

大
王
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

＊　
　
　

＊

と　

き　

１
月
16
日

（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

■
法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

と　

き　

１
月
16
日

（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

予
約（
☎
69

－

２
２
０
９
）

＊　
　
　

＊

と　

き　

１
月
17
日

（木）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

予
約（
市
民
課
☎
内
線
２
１
４
０
）

■
年
金
巡
回
相
談

と　

き　

１
月
23
日

（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
が
い
及
び
難
病
者
相
談

と　

き　

１
月
９
日

（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

障
害
者
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
52

－

５
４
３
４
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と　

き　

１
月
21
日

（月）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課

介
護
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
７
６
）

■
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き
（
月
、火
、木
、金
）　
　
　

　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

（
☎
55

－

１
６
６
０
）

環 境 問 題

い
る
の
が
最
も
効
果
的
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
組
み
立
て 

　

自
分
の
状
態
に
あ
っ
た
効
果
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
を
用
い
よ
う

と
、
○
○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
と
い

っ
た
ハ
ウ
・
ツ
ー
を
探
し
て
も
、

本
当
に
効
果
の
現
れ
る
自
分
に
合

っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
が
、
簡
単

に
見
つ
か
る
可
能
性
は
低
い
で
し

ょ
う
。

　

自
ら
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

法
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、

自
分
の
能
力
の
い
い
と
こ
ろ
、
悪

い
と
こ
ろ
の
要
素
を
明
確
に
見
極

　

体
力
増
強
、
維
持
、
体
質
改
善

の
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
一
つ

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て

い
る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
初
は
身
体
を
動
か
す
こ
と

で
、
心
身
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
続

け
て
い
く
う
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手

と
同
じ
く
ら
い
上
手
に
な
り
た

い
、
い
い
結
果
を
出
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
能
力
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、
よ
り
効
果
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
法
を
探
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
本
の
存
在

　

世
の
中
に
は
、い
わ
ゆ
る｢

ハ

ウ
・
ツ
ー
も
の｣

と
い
わ
れ
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
本
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
や
せ
る
方
法
、
お
金
を
貯
め

る
方
法
な
ど
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本

も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

筋
力
や
柔
軟
性
を
高
め
る
た
め

の
方
法
、
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

習
得
す
る
た
め
の
方
法
な
ど
、
課

題
に
対
し
ど
ん
な
方
法
が
最
も
効

果
的
か
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
論

　

世
界
中
の
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
研
究
者
は
、
夢
の
よ
う
な
効

果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
、

誰
に
で
も
共
通
す
る
万
能
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
方
法
を
、
長
年
探
し
求

め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
研
究

す
る
ほ
ど
、
そ
ん
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
法
は
存
在
し
な
い
と
結
論
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
研
究
成
果
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
運
動
課
題
、
能
力
、
ま
た

経
験
、
年
齢
、
性
別
、
栄
養
状
態
、

睡
眠
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
用

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

　

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

め
る
こ
と
で
す
。

　

次
に
、
①
自
分
に
は
今
ど
の
よ

う
な
要
素
が
不
足
し
ど
ん
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
必
要
か
②
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
よ
っ
て
身
体
に
刺
激
を
与

え
、
発
達
さ
せ
る
べ
き
内
容
を
と

は
何
か
、
を
的
確
に
見
つ
け
出
す

こ
と
で
す
。

 

そ
の
上
で
、
自
分
に
合
っ
た
最

も
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

と
は
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
探

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

■悠々パス発行日程表（1 内線 2169）

ス ポ ー ッ

平
成
20
年
４
月
１
日
よ
り
、浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
の
補
助
対
象

区
分
が
変
更
に
な
り
、補
助
対
象

と
な
る
浄
化
槽
が
、５
人
槽
、７
人

槽
、10
人
槽
ま
で
と
な
り
ま
す
。

11
人
槽
か
ら
50
人
槽
ま
で
の
浄

化
槽
補
助
金
申
請
は
、平
成
20
年

３
月
31
日
ま
で
に
検
査
完
了
し
た

も
の
ま
で
が
補
助
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

　

効
果
的
な
方
法
で
！

ス
チ
ー
ル
缶
の
分
け
方
は
？

・
資
源
物
と
し
て
回
収
で
き
る
も
の

ジ
ュ
ー
ス
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の

飲
料
用
の
缶
、
水
で
す
す
い
で
汚

れ
が
落
ち
た
缶
詰
、
ク
ッ
キ
ー
や

せ
ん
べ
い
な
ど
が
入
っ
て
い
た

缶
、
粉
ミ
ル
ク
缶
、
飲
み
物
や
食

べ
物
に
使
わ
れ
る
缶
な
ど
が
資
源

物
と
し
て
回
収
で
き
ま
す
。

・
資
源
物
と
し
て
回
収
で
き
な
い
も
の

飲
食
用
以
外
の
缶
、
食
油
缶
、

ペ
ッ
ト
用
の
え
さ
缶
、
ス
プ
レ
ー

缶
、
さ
び
た
缶
、
水
で
す
す
い
で

も
汚
れ
が
落
ち
な
い
缶
詰
な
ど
、

１
斗
缶
以
上
の
大
き
い
缶
な
ど
。

ま
た
、
飲
料
用
の
缶
に
タ
バ
コ

な
ど
の
ご
み
が
入
っ
て
い
る
も
の

は
、
資
源
物
と
し
て
回
収
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
缶

は
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ス
チ
ー
ル
缶
の
出
し
方
は
？

ふ
た
が
付
い
て
い
る
も
の
は
取

り
外
し
、
容
器
を
水
で
す
す
い
だ

後
、
透
明
袋
に
入
れ
て
資
源
物
集

積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
資
源
物
回
収
品
目
で
は

ス
チ
ー
ル
缶
は
缶
類
と
な
り
ま

す
。
ア
ル
ミ
缶
と
同
じ
袋
に
入
れ

て
出
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
資
源
物
集
積
場
の
コ
ン

テ
ナ
や
カ
ゴ
の
中
に
、
缶
類
が
そ

の
ま
ま
入
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
水
色
の
コ
ン
テ

ナ
に
は
ビ
ン
類
、
緑
の
カ
ゴ
に
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
入
り
ま
す
。

資
源
物
集
積
場
に
缶
類
（
ア
ル

ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
）
を
持
ち
込

ま
れ
る
場
合
に
は
、
透
明
袋
の
ま

ま
、
出
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

市
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
ス

チ
ー
ル
缶
を
資
源
物
の
回
収
品
目

の
缶
類
と
し
て
、
ア
ル
ミ
缶
と
一

緒
に
回
収
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
回
収
品
目
と
な
っ
た

ス
チ
ー
ル
缶
が
燃
や
せ
な
い
ご
み

と
し
て
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
み

ら
れ
、
ま
た
「
資
源
物
と
し
て
出

せ
る
も
の
が
分
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
月
は
、
ス
チ
ー
ル
缶
の
分
け
方

と
出
し
方
を
紹
介
し
ま
す
。

郷土の文化財を
訪ねて　　   ⑲

こ
の
と
き
は｢

西
郷
隆
盛
が
犬
を

４
匹
連
れ
て
歩
い
て
い
た｣

と
も

付
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に｢

西
郷
の
歌｣

と
題
し

て
、
つ
ぎ
の
歌
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

♪
ア
イ
ヤ
西
郷
は
鰯

い
わ
し

か
雑ざ

こ魚
か
、

鯛
（
官
軍
の
部
隊
）
に
追
わ
れ
て

逃
げ
ま
わ
る

－

肥
後
は
三
味

線
、
鎮ち

ん
だ
い台

（
官
軍
）
さ
ん
は
糸
よ
、

薩
州
（
西
郷
軍
）
は
バ
チ
か
ぶ
っ

て
引
く
ば
か
り

－

こ
れ
ら
の
歌
は
、
お
そ
ら
く
当

時
の
庶
民
の
間
で
流
行
し
た
歌
と

思
わ
れ
ま
す
。

塩
見
（
中
村
）
の
正
法
寺
に
あ

る
市
指
定
文
化
財｢

正
法
寺
年
中

日
誌｣

は
、
細
川
宗
慶
と
い
う
住

職
が
書
い
た
、
幕
末
か
ら
明
治
時

代
の
記
録
で
す
。

細
川
家
の
先
祖
は
、
い
ま
か
ら

３
５
０
年
ほ
ど
前
の
南
北
朝
時
代

に
義
門
寺
（
東
諸
県
郡
国
富
町
）

を
創
健
し
ま
し
た
が
、
そ
の
子
孫

が
後
に
塩
見
へ
来
て
正
法
寺
を
開

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
正
法
寺
は
細
川
家
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
年
中
日
誌
を
読
む
と
当
時
の

社
会
情
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。例

え
ば
、
明
治
10 

（
１
８
７
７
） 

年
の
西
南
戦
争
に
つ
い
て
は｢

官

軍
の
戦
艦
が
細
島
港
に
入
港
し
、

人
々
は
大
騒
ぎ
し
て
避
難
し
て
行

っ
た｣

と
か｢

夜
中
に
も
軍
艦
が

入
港
し
て
兵
隊
が
上
陸
し
て
き
た

｣

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
緊
迫
し
た
よ
う
す
な
ど
が

う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
富
高
新
町
の
佐
藤
仙
吾

宅
に
西
郷
隆
盛
が
宿
泊
し
た
こ
と

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

■
正し
ょ
う
ほ
う
じ

法
寺
年
中
日
誌

■
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
☎
内
線
２
４
１
５
）

戦
乱
の
巻
き
添
え
に
な
っ
た
人

た
ち
が
、
せ
め
て
も
の
ウ
サ
晴
ら

し
と
反
骨
精
神
を
表
現
し
た
も
の

と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ま
だ
た
く
さ
ん
の

興
味
深
い
歴
史
の
一
コ
マ
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
文
章

は
少
し
く
ら
い
難
し
く
て
も
、
や

は
り
原
文
を
読
む
方
が
味
わ
い
深

い
も
の
で
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
よ
り｢

正

法
寺
年
中
日
誌｣

が
２
冊
の
資
料

集
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
も
辞
書
を
片
手
に

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

歴 史 探 訪

■
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　

巡
回
相
談（
☎
要
予
約
）

と　

き　

１
月
28
日

（月）

　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

予
約
先　

宮
崎
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
８
５

－

29

－

８
５
４
４
）

■
青
少
年
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き　

毎
週 

火
～
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

対　

象　

幼
児
、
小
・
中
・
高
校
生
、

　
　
　
　

青
少
年
な
ど

と
こ
ろ　

市
教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
☎
54

－

８
１
８
１
）

■
飲
食
用
ス
チ
ー
ル
缶
は

回
収
品
目
の
資
源
物
で
す

正
法
寺
年
中
日
誌
（
原
本
）

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
業
務
係

（
☎
53

－

２
２
５
６
）

■
問
い
合
わ
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
53

－

４
７
９
１
）

■
浄
化
槽
設
置
補
助
の

　

対
象
が
変
わ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
業
務
係

（
☎
54

－

４
１
７
５
）

■
資
源
物
集
積
場
で
の

お
願
い
で
す
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	 人　口	 63,027	 人	 〈	＋　6	〉
	 男	 29,689	 人	 〈	＋14	〉
	 女	 33,338	 人	 〈	－		8	〉
	世帯数	 24,380	 世帯	 〈	＋15	〉
	転　入	 133 人	 転　出	 135 人
	出　生	 60 人	 死　亡	 52 人
		面　積　	 	 	336.29km2

こ
ち
ら
編
集
室

日髙　孔
こ は る

晴ちゃん
（亀崎東）

松本　拓
た く み

実ちゃん
（新生町）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

日曜在宅医の確認は☎ 53－1214 へ

日向市保育協議会
（☎ 53ー5857）

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

テレホンサービス

●会場 日向市民健康管理センター ●問い合わせ ☎内線２１８４

～止まって確認！無事故に挑戦～

10 月中の交通事故
	人身事故	 死亡	 負傷者	 物損事故
　50件	 1 人	 58 人	 100 件
	（－ 7）	 （±0）	（－ 11）	 （±0）

日向市の人口と世帯（現住人口）
　含む外国人登録者／ H19.12.1 現在

個
別
で
医
療
機
関
で
受
診
す
る

「
基
本
健
康
診
査
」
と
「
各
種
ガ

ン
検
診
」
の
実
施
期
間
が
残
り
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
現
在
ま
で
に
、健
（
検
）

診
を
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
ぜ
ひ
残
り
の
期
間
中
に
受
診

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

実
施
機
関（
期
間
）

　

市
内
の
主
な
医
療
機
関
で
２
月

末
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
・
料
金

　

下
記
の
一
覧
表
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

夜
冷
え
す
る
季
節
。
暖
か
な
布

団
の
温
も
り
で
「
ぐ
っ
す
り
快
眠
」

と
い
う
人
も
い
れ
ば
、夜
中
に
よ

く
目
が
覚
め
て
し
ま
い
「
寝
れ
な

い
」
と
不
眠
を
感
じ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
？

眠
れ
な
い
人
の
デ
メ
リ
�
ト

・
日
中
に
眠
く
な
り
、意
欲
や
集

中
力
が
低
下
し
て
ミ
ス
を
し
た

り
、つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
や
す
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
免
疫
力
が
低
下
し
て
、感
染
症

な
ど
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

不
眠
の
主
な
要
因

　

夕
方
以
降
の
居
眠
り
、ス
ト
レ

ス
、運
動
不
足
、不
規
則
な
生
活
習

慣
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

安
眠
の
た
め
の
過
ご
し
方

朝　

①
決
ま
っ
た
時
間
に
起
床

し
、太
陽
の
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う
。

②
き
ち
ん
と
朝
食
を
と
り
ま
し
ょ

う
。

日
中　

①
趣
味
、家
事
、仕
事
な
ど

で
し
っ
か
り
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

②
短
め
の
昼
寝
を
し
ま
し
ょ
う

（
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で
の
間

に
30
分
程
度
※
こ
こ
で
、長
く
寝

す
ぎ
て
し
ま
う
の
は
、か
え
っ
て

不
眠
の
要
因
）。
③
夕
方
に
軽
い

運
動（
30
分
程
度
の
軽
い
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

夜　

①
カ
フ
�
イ
ン
を
含
む
飲

料
（
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な

ど
）は
、就
寝
前
に
は
飲
ま
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
②
ゆ
っ

く
り
入
浴
し
た
り
、音
楽
鑑
賞
や

読
書
な
ど
を
し
た
り
し
て
、身
も

心
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

健 康 家 族 道 駅 探 検
■
各
種
健（
検
）診
実
施

　

期
間
は
２
月
末
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
☎
内
線
２
１
８
２
）

道
の
駅 

と
う
ご
う

■市民の皆さんへお得な情報です

＊お舟出とくトクカレンダー＊
※QRコード対応の携帯電話をお
持ちの人は、下のコードを読み取
ると簡単にアクセスすることがで
きます。

かきフライスペシャル
 　　　1,250 円

今月のおすすめの限
定メニューは「か

きフライスペシャル」
です。広島産のかきに
潮音で大人気のチキン
南蛮とえびフライがセ
ットで大変お得でボリ
ュームのある定食です。
ぜひ、この機会にご賞
味ください。

■
お
舟
出
の
湯

　

１
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
！

初
日
の
出
営
業

　

元
日
朝
６
時
か
ら
営
業
し
ま
す
。

新
春
定
期
寄
席

　

１
月
19
日

（土）　

午
後
１
時
～

　
第
７
回
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
杯

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

１
月
29
日

（火）
、
30
日

（水）

・
料
金　

一
人　

１
、５
０
０
円

・
募
集
定
員　

各
日
50
人

※
賞
品
、
弁
当
、
お
茶
、
入
浴
付

O

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

・T
A
B
E
T
E
N
N
A
I

レ
ス
ト
ラ
ン
潮し

お

ね音　

情
報

道
の
駅 

日
向

■
ふ
る
さ
と
市
場

　

寒
さ
が
一
段
と
増
し
て
く
る
に

つ
れ
、
味
工
房
の
ふ
る
さ
と
市
場

に
は
、
冬
野
菜
が
た
く
さ
ん
出
揃

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
安
く
て

新
鮮
な
地
元
産
野
菜
で
す
。
家
族

や
グ
ル
ー
プ
で
、
鍋
料
理
な
ど
に

い
か
か
で
し
ょ
う
か
？

新
年
の
営
業

　

初
市
は
１
月
２
日

（水）
か
ら
で
す
。

通
常
開
催
日　

水
、土
、日
、祝
日

　
　
　
　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
味
工
房

（
☎
68

－

３
０
７
０
）

サービスの内容
を随時更新して
います！どうぞ
ご覧ください。

乳
幼
児
健
診

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
１
月
11
日

（金）

　
　
　

１
月
25
日

（金）

対
象
／
平
成
19
年
10
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
１
月
９
日

（水）

対
象
／
平
成
19
年
６
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
１
月
22
日

（火）

対
象
／
平
成
18
年
12
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
１
月
16
日

（水）

対
象
／
平
成
18
年
６
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
１
月
17
日

（木）

対
象
／
平
成
16
年
６
月
生
ま
れ

︻
受
付
時
間
︼

・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児

　

午
後
０
時
45
分
～
１
時
15
分

・
３
か
月
児

　

午
後
１
時
～
１
時
15
分

・
７
か
月
児

　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

・
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
～
10
時

※ 

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

口
は
健
康
の
入
り
口
で
す

小
さ
な
お
子
さ
ん
は
自
分
の
口

の
健
康
が
十
分
に
守
れ
ま
せ
ん
。

保
護
者
は
、子
ど
も
の
口
の
健
康

に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

虫
歯
は
「
感
染
症
」
で
す

虫
歯
は
、虫
歯
菌
で
う
つ
る
感

染
症
で
す
。
ス
プ
ー
ン
や
歯
ブ
ラ

シ
を
共
有
し
た
り
、口
移
し
で
食

べ
さ
せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
家
族
も
普
段
か

ら
、
虫
歯
の
予
防
・
治
療
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

指
し
ゃ
ぶ
り
は
悪
影
響

	

５
歳
以
上
に
な
っ
て
も
、指
し

ゃ
ぶ
り
が
続
い
て
い
る
と
、上
と

下
の
前
歯
が
か
み
合
わ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
指
し
ゃ
ぶ
り
が

歯
並
び
や
、あ
ご
の
発
達
に
影
響

す
る
こ
と
を
教
え
て
、自
分
か
ら

や
め
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

は
え
か
た
に
は
個
人
差
が

　

乳
歯
の
は
え
か
た
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
。
は
え
て
き
た
場
所

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
た
り
、１
歳

を
過
ぎ
て
、よ
う
や
く
は
え
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り

気
に
し
す
ぎ
な
い
で
、様
子
を
み

て
く
だ
さ
い
。

歯
み
が
き
は
楽
し
く
！

歯
み
が
き
は
、遊
び
を
交
え
た

り
、ほ
め
て
、楽
し
く
み
が
く
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
が
手

本
に
な
る
事
も
大
切
で
す
。

仕
上
げ
み
が
き
は
、膝
に
子
ど

も
の
頭
を
の
せ
て
、よ
く
歯
が
見

え
る
よ
う
に
し
て
、力
を
入
れ
す

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

上
の
前
歯
、
上
下
の
奥
歯
は
、

特
に
虫
歯
に
な
り
や
す
い
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
は
、歯
医

者
さ
ん
で
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

市
の
乳
幼
児
健
診
で
も
講
習
中

で
す
。

子
ど
も
の
お
口
の
健
康

に
つ
い
て

▼
今
年
の
干
支
は
子ね
︵
鼠
ね
ず
み

︶�子
ネ
ズ
ミ
が
ど
ん

ど
ん
増
え
す
ぐ
に
成
長
す
る
様
子
か
ら
�子
孫

繁
栄
の
意
味
合
い
が
あ
る
そ
う
で
す
�暮
ら
し

の
中
で
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い
ネ
ズ
ミ
で
す
が
�

い
い
意
味
で
大
き
く
成
長
�皆
さ
ん
に
と
�
て

さ
ら
に
繁
栄
す
る
年
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
�

▼
正
月
は
お
せ
ち
料
理
で
ゆ
�
く
り
と
い
う
家

庭
も
多
い
は
ず
�お
せ
ち
の
中
身
に
は
い
ろ
い

ろ
な
由
来
が
�た
と
え
ば
�昆
布
巻
は﹁
よ
ろ
こ・

︵
ん・

︶ぶ・

﹂�煮
豆
は﹁
ま・

め・

ま
め
し
く
健
康
に
働

く
﹂な
ど
�な
る
ほ
ど
�年
中
の
節
目
や
祝
い
事

で
は
�必
ず
昆
布
を
見
か
け
ま
す
ね
�古
く
か
ら

伝
承
さ
れ
て
い
る
縁
起
物
の
由
来
�こ
の
季
節
�

ご
年
配
の
方
な
ど
に
聞
い
て
み
る
と
面
白
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
▼
改
め
て
ま
し
て
�新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�皆
さ
ん

に
市
政
や
ま
ち
の
動
き
を
も
�
と
身
近
に
感
じ

て
ほ
し
い
�日
々
そ
の
想
い
で
編
集
し
て
ま
す
�

今
年
は
も
�
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も

ら
え
る﹁
広
報
ひ
�
う
が
﹂を
目
指
し
ま
すｰ

�

︿
さ
﹀

１月の休館日
７日（月）・21日（月）
新年は元旦 6時から営業

■問い合わせ
日向サンパーク温泉
「お舟出の湯」まで。
☎ 56－3800
●営業時間
午前10時〜午後10時

検診内容
基 本
健 診

各種ガン検診

満年齢
大腸
ガン

胃
ガン

前立腺
ガン

子宮
ガン

乳
ガン

70 歳以上 無料 400 1,200 200 700 800

50 ～ 69 歳 1,500 1,000 2,400 400 1,400 1,600

40 ～ 49 歳 1,500 1,000 2,400 × 1,400 1,600

30 ～ 39 歳 1,300 1,000 × × 1,400 ×

20 ～ 29 歳 1,300 × × × 1,400 ×

19 歳 1,300 × × × × ×

●各種健（検）診料金・対象者一覧表   （単位：円）

■
ぐ
�
す
り
快
眠

　

で
き
て
い
ま
す
か
？

海の見えるレストラ
ンでお食事をしませ
んか？

道の駅とうごう
■問い合わせ
東郷町ふるさと公社
まで。
☎ 68－3072
●開館時間
午前8時30〜
　　　　　午後6時
●休館日
　年末年始のみ



●編集●
日向市役所総務部総務課

〠 883－8555　宮崎県日向市本町 10 番 5 号
☎ 0982－52－2111
 public@hyugacity.jp

●印刷●

有限会社 第一印刷 
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表紙写真は、美々津町立縫区で 11月 23日開かれた、
美々津ふれあいまち巡り（13P関連）美々津軒前にて。
前列右、長友佑

ゆ づ の

月乃さん（富高小 1年）前列左、石川
麻里子さん（富高小 5年）後列右、藤山恵子さん（財
光寺）後列左、肥後桂子さん（財光寺）。歴史を感じ
させる美しい美々津のまち並みで、ゆっくりと流れ
る時

と き

間を着物姿で楽しむ４人でした。

日向市ホームページ　　　http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/URL
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